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Shazira Is王ⅠⅡ (NationalAかiculturalhperimcntStation) Rcccivcd･JunC;13,1t)59.8oLyu･Kagaku
13:30-39,1949(with∴mlgli6hrcsumcP･31) ノ

61･アズキゾウムシの寄主植物に関する研究(第6報)* 寄主植物?無機組成とアズキ･/ウムシ坤 機組
成の関係†*瀞 F象iBE(粒体触 考嬢舶 )24-･6･13度付-
ァズキゾ古ムシは数国の豆科柄物延子を喰省するが,
JIiも舷 的 老い ､アズキと鯛 のPh示oluBであもィyヽ

ゲyには荏卵するも,'脚化して子非に喰入したyJ虫は生

.亨fL相で全部一齢で坪Fしその原因はイソゲy手業には

生fl･*J_阻輯する物質が存在することを報告したol)
本報に於て抹寄主となr)得るアズキと寄主になり得Ll

ィyゲイの無機成分を此浸し,T7fアポ で生育したア

ズキゾウム.yの衣分を調らべ.この見出の無機組成を取

らかにし,窃主桁物と見出体の閑旅を知ると同時に寄羊

となり得るか否カ.･に及ぼ㌻荻分の影響 を研究した _'
本研兜に際し終始御澄鴇な御指潜と御教示を関わった

出林省比!1桝 放場蕃虫部主任湧涜啓温技官･凸饗部主任

佐藤正太郎技官,突放に妨力された堀口治夫由こ探革Lfヽ

る謝志を･訪iすo

l..-アズキ及インゲンの衣分 ′
異駿に供したアズヰ (大粒瞳)とイyゲy(蔓性瞳尺
五寸イソゲy)は共に欧酔)の如く粉砕し1001メツ-yユ

ーにて節別し,それを迫ったものを衣化し､,常法によって

似イオy随イオンの放棄を行った｡ 1 ＼
アズキ及イソゲyの衷分合昆及性状は節1表の通りで

ある〇

第1表 _テズキ及イソゲyの荻分.

肝 l床分 l如 駁 股 穿性極 分の轡
次色.軽粗怒

淡青 白 色塊状

陽イ*ンほ水溶液と不溶物を稀 lIN03に浴か′した溶

淡を披淡とし,陰イオンは水溶液と不ヂ糾姫 Na2CO:3で
煮挑しその湖液を夫々汝液とし桓 之糾 槌の扱液から
峻出されたイオyt土全部同一で,しか甘アズキ,インゲ

ン共に全く同､じものであったO即ち

陽イオy ' K･,-Na･･ Cや･･ Fe･･･ 恥 ･.
陰イオy .SO4m ､Cl' SiO3m■ pO4日'

* 鰐1報 廠用昆虫 vol･1,FTo･4(1939)160γ168
終..o報 同 誌 vol･1･No･6(1939)269-.081
姉3報 新 昆 虫 vol.I,No.1(1948)ll- 12
節4･6戯 昭和23年4月 (1948)農嘩大骨鹿_m動物

-廠用昆虫畢昏部針 こて沸硫 (印刷rl')

州 木棺皆の一部は上記&_骨にて講践

30

之等以外のイオyほ普通分析7三は坂出されなかった｡
ⅠⅠ･ア不キ'/サムシの衣分_
アズキで飼育した･7ズキゾウムシ成虫の風乾物をェ-
テル抽出後刻lJしたO'その含量は次に荒す0..
/ 回̀ 水分l碁筈芸の次 順要望最の

アズ キ.ゾウ
ムシ成虫

2.97%

3.14

､､本昆虫の衣分仕訳緑色を稚びている.定性分析は皿が.
･ 少いので稀HNOl溶液に就いてのみ行っ た｡その紙X-
ほアズキ!ィ.ソゲyの各披液に放出されたイオyと全く
/,同-であったo幼虫抹定性分析に供しなかったが,それ
-抹幼虫がアズキを新庄している句でしその消化管巾には
i.､多少ながらアズキを含んでいる持分析結共を訳まる脱れ
があるからである●｡成虫は通常何等碗虚せず交尾塗卵後
死亡するあで,この点都合がよい.然し若干抑杜を行う
･ので消化管に存する排放物も含まれている｡

●

ⅠII.ナズ牛とイ ンゲンの夜分の飼育試辱遠
.前述の如くアズキ,イソゲy及アズキゾウムツより敏 _
印されたイオンは全く同一で,且生物体に存する蛇も普
通のものやあった'.一定星的には'相違もあD,又そのイオ
ンの結合する有機物,無機物も異なる軌 吏lこ普通分析
′′で投出岬 ぬ械故元菜の帯革も毎然考をねはならぬ.
従って以上の実験だけではそれ等の釆分がゾウム,シの生.
管の可能不可能の賓因で声るか否かは判らない.そこで
アズキとイy〆yの次分を夫 異々った豆の粉末に加えて
｢人工豆Jを作り飼育試段を行った｡飼育方法は約3報/
に卓)記載した言その結果は第2表に元す｡
一第2表 アズキ及イyゲyに夫々の次分を祁給`

飼育試扱,

飼 料 儀 SPi濃虫桓 中 背

*次分は3.6%として補給 `
** (/ 2.8% (/ 〝

飼育試教の結果次の封がわかったO

＼
l
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(1)アズキにアズキの罪分を加え■ても生育するO即ち無

機成分が.～llr･になっても生野する.
,(2)イy〆yにアズキの荻分を加えても生育しない｡
(3) アズキにイyゲ yの非分を加えて/b生育する〇･

(4)従ってイyゲソに旺述の短性夕野 の結畢披出し得な'
かった械故元来が存在しても,'それ呼は少くども茶化し

た後;では生育を阻巧するイオンではない｡

IV･考 . 蕪 ､

点虫は通常体の無機組成をその窃主から得ている｡ア

､ズキゾウムシもアズキその他の寄主桁物より無税成分を

､供給される｡ ..

. ィ./ゲ･ゾの衣分合最はアズキの衣分より棺ミ多く,､且

兆 こ卵 粉は水溶性童ある｡そして,アズキ,インゲン
弛 こn'法で検出された陽イオン,陰イオンは全く同丁で

あり,それ等は柿物体に最も背屈的なものであらて,.ィ.

ソゲyで特に生育を阻啓すると思われるようなイ九yは

放出されなかった｡又アズキゾウムシから検出されたイ

オyも'イ yゲyやアズキと同T･であること'卑び飼育
試駿の結果から,イyゲyに托生育に必要な無械組成が

欠けていると札駁えない O

イyゲ12T=漣械駄元素として 1̂3),Mn't)a),Cu,)617),

Zが) の存在が虹に報告されている｡常鉄ではこれ等の

陽イオンは娘出し得な申ゝつたカモi'yくとも卿 ヒ後で往生
弔阻市イオyでないことは明らかである｡

穴験は全部茶化して行ったが.豆の内部では之等陽イ

オy,陰イオyが無機化合物 としても存在し,-3t有卿 ヒ

･合切としても存在するであろう｡結合状態は一際除外し.

＼て実験を施行したが,尾虫の飼料に無械成分を全部無機

_化合物の型で興えて飼育した例としては Dro叩hT'Ea

(hob1915･ 9)10)Pear),19-0611)等)がある｡

衣化によって化合形態が著しく舜化した.と考えねばな

らないがこ得られた衣分は大部分が水瀞性であ る事 か

ら,飼料に加えられた之等の衣分時アズキゾウム~シの消■

化管中で溶解される可能性は大きいと云えよう｡従って

イyゲyでアズキゾ_サムγが生育しないのはその無棋組

成に何等か欠けているのではなく'~又は阻辛イオ3/が存

在するのでもないと考えるのが安尊と思う｡ --
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叉無機成釧 よこ定量以上飴分に存在しても生育を阻害 ＼

するものではない｡

V.p摘 壷

.本報に於てほアズキゾウ木Yの荻分と寄主であるアズ

キ,アズキと甲駅 あるか寄主とならぬイi,ゲy毎 分

'に就き分析及飼育試験を行い次の結果卑得牢｡

(1)アR'キゾウム:y成虫,ア'x..辛,イyゲyでは次の陽

イオン,除イオンが共通に輸出された｡

.K･NTL･Cll･･Fc･･･AIg-'so4''Cl'SiO3'卜PO/"
(2) アズキ'イyゲyの荻か口大部分結氷に可静性であ

る｡

(3) アズキの粉末にアズキの衣分をその合丘の割に加え

ても生育する｡

I(4) イyゲyの粉末にアズキのZC'分をその合丘の割に加

えても生-flしない.

(5) アズキの粉末にイソゲyの衣分をその合丘の割に加

えても生育する｡

(6)従ってイyゲソにはアズキゾウムシの生育を阻哲す

るイオ./iま存在しない.何か無線阻成が不足していると一.ヽ-

も考IkrられないOイyゲyの虫部阻輔物矧 土有械化合物

tl考えるのが安尊であるム
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(2) ThegreatcトPart8_OfasEeBOfbothbeansareBOlu-bュeinwater･ ノ

(3) TheflourofP.angulariswhichwasaddcdhwiththeashofsamc､beamattherateorits●-

Oontez)Ii8fittedforgrow血 ofthelarva. ･＼

.礼(チ) The-flourofP･I,uLgariswllichyaBLaddcdwith■thcや of'p･anOu,Laris･iB.lotfittcd･
-(6) TllCflour1-JOEP.-an9ukriswhichw品 addedwith.theashofLp.I,uEOaris｣8fitted.'
t6) TherもnocationBan-dani0品 hinderingthegrowth.ofthelarvaihtgcashbf･P.I,uEgaris.So

-thei-nl-1ibi!ing- t(TullCCBthel･lrVal̀developmentinP･-vukari8A.1uStLbcorgdni60ohpounds･･･へ

ーSttldiesonノthe host･plamts ofthecPwpca weevil (Cdlosobruchuschl'neniis′I･･)(VIIう
Theinfluence-ofreth̀r甲traCtedmattersof-Phaseolus angularisland-P.vulgariS,

＼
-andthat.ofothやrEats,oilsandSterOIstothedevelopmentofthe_larva.LShbzirbIs'zm
{L~

(National ĝricTlthralEEPerimcntStation) RcccivedJuneニー13･1949･HoLyu･Ka9aku'･13･{.畠2-37･･1919
L(wi_th叫 idllrcsulnCP･37) :ノ＼二 ･°〔
7.アズキゾウ4シの寄主植物に関1.る研究 (弟7報) 古皇植物の羊-テル抽出物並に各排由相,ステ■

･アズキゾウム.r aOLloLrObruchusihinPISisーIj･嘩 汲め
如くア*キその他の重税を喰宕するが'アズキ と同 じ
ph.WoluStこ屈しながらイyわ は宅主となり得な吋 )

号のllR咽 は物理的よりも嘩ろ化学的性質と考へられ･8)

-且イソ〆y巾には生育を阻啓する物質が存在し･10)その

1 ▲′物矧蛾 械組成ではないが卵 殻卑したO_チ1)

本報に於てt嘩 主桁物であるアズキと寄主になり得ぬ~

イyゲVの油脂を比較し,'一万本昆虫の脂肪に枕で若干～

?化学的性HRを調べ,併せて本成虫の生育に及ぼす各位

油脂及スチリyの舵伯を披討L'た.この研究は194.6年末

邸大学に於てナ47年以降出林省忠寮武威場に七行ったも■

ので,稜 御々指鞘を賜った京都大学武居虫 卑生,豊部

試験戯 虫部長浜浅啓氾技官,一畏敬部長佐藤庄太郎淡

色 並に研究を援助された同室研究部こ控謝する.-供試

･油脂は帝国油糧株式会社技術室より,-スデ.)Ll/は京都大

罫 と竿準 井野大先生よ｡憩離 れたもらで･軸 して
､感謝の忠を表す.

1 アズキ及イ㌢ゲンの脂肪･

(a)アズキの脂肪 -一'

, 供試てズキの粗脂肪含丘は次ゐ如くである｡

汰 -}･分 l 粗-脂 肪 如水物TP粗脂肪

'13.29% rl o.65%

,-析出するO不鹸化物申有泉 (1916)1)はPllytOBtCrinを訟

L.め,伊藤 (1941)13)はStJ'gmaEtCrinを確認され,更に新･

＼ Stcrinを見出され,＼その融尽 1530" 〔a).B6-40.85〇

一で,アセチル訪粒体は敵点13･",○' 〔g)']1,6⊥49.890.ベ

ンゾイ九誘IqE休は融点1550である? - ､

アズキ脂肪の脂肪酸は同体酸24.9%,7'tを体h'安75.1%,㌔

固体敵軍ステアリジ酸56%,.<ヾルミチy批 070',j'ンけ

り.職 と考えられるもの.00%,. 液体酸は未知のq8Tr32

92',C18TTBJO2及少畠の.)ノL,シ酸よりなるOアズキ脂肪
の燐脂体は伊藤 (1943)li)によるとレクチ./脇のものは
秘めて少く,多くはアルコール不溶性であり,その性クて

~ ばモノ7Iミノ=抑 旨件で･~rクオリンに十致するOクオリ

.ソの脂肪酸はパルミ≠ン軌 ~ミ.)スチシ軌 オL'イy恨

(?')よりなると推定せられ,ダリセロ旅酸はβ出を少止~一

･含んでいるO-∫- /

(b)イγゲγゐ脂肪

供託イtyゲyほ前執与記した.粗脂肪合良次の迅りで
･ーぁる.1 /

アズキの脂肪の性質昧伊藤信夫 (1941)13)ノによlると,～

比重D T 0.961岳,噺 ヒ掛 76･56'酸債59.74,串率鮮 8 ノ･45,不鹸化物10･89%で奉る｡不鹸化物が著しく多く'7:女キ脂肪を抽出し墓跡こ放置すると白色の大テ1)yが-
*本報告の一部は昭和23年 (1948)10月日本昆虫串
. 倍大針こて誹拭 -

3-r- ′ _ノ

イyゲy_の脂肪に関しては GrimIPe(1911)J4)伊際
年右衛門 (1939)12)の研究があり,それ等よf)摘録すれ

ば妨1衣の如くである√ ∴ ㌔

欝1表 イyゲy脂肪の性質 ■

か 壷 IRA折串 卜- 卜削 臥 l沃糾

0.91ナ9(150)

0.9603(15.50)

1.4861(250)

1.4808(SOU)

135.人
14.9･8


